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	【資料１-１】H29年度の事業報告について
	本事業を利用するため来課された高齢者（申請者以外の方を含む16人）に対してアンケートを
	実施した。
	参加者の年齢は，60代が40％（昨年46％）最も多く，次いで70代が33％（昨年29％）となっている。
	60歳未満の参加者は，合計で20％（昨年18％）となった。
	参加者の世帯の状況は，「ひとり暮らし世帯」が52％（昨年52％）で最も多く，ついで，「夫婦だけの世帯」が33％（昨年31％）と多い。
	参加者の住居の状況は，「分譲マンション」が最も多く37％（昨年44％）を占めている。
	ついで，「持ち家一戸建て」と答えた人が35％（昨年37％）であり，住居を所有している人の割合は72％（昨年81％）となっている。
	賃貸住宅に住んでいると回答した人は，合計で28％（昨年19％）であった。
	（５）セミナー情報の入手先（複数選択可）
	セミナーの情報の入手先は，「市政だより」が51件で多数を占めている。次いで，「チラシ配布」，「知人からの紹介」が3件ずつとなっている。
	（６）セミナーの参加理由（複数選択可）
	セミナーの参加理由は，「ご自身の将来を考えるため」と回答した参加者が49人で最も多いが，「ご家族の将来を考えるため」と回答した人も16人おり，高齢な家族のために参加した人もいたと考えられる。
	（８）もっと詳しく聞きたい事項，次回以降のセミナーで取り上げて欲しいテーマ（３つまで選択可），参加者がもっと詳しく聞きたい事項，今後のセミナーで取り上げて欲しいテーマとして回答したのは，「住み替えの際の荷物整理・自宅の処分方法」が18人で最も多く，次いで，「遺言・相続の基礎知識」が17人となっている。
	セミナー内容の理解については，「よく理解できた」と回答した人が35％（昨年28％），「だいたい理解できた」と回答した人は65％（昨年68％）であった。
	セミナー内容の理解については，「よく理解できた」と回答した人が44％，「だいたい理解できた」と回答した人は56％であった。
	「あまり理解できなかった」「まったく理解できなかった」と回答した参加者はいなかった。
	①　住宅セーフティネット法（住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律）の改正
	住宅セーフティネット法の改正（10月25日施行）に伴い，高齢者・子育て世帯・低額所得者などの住宅確保要配慮者の入居を拒まない住宅である「住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅」の　登録制度が創設されたことから，福岡市においても登録の受け付けを開始した。(参考資料４)
	＜規模＞
	○ 各戸の床面積の規模が25㎡以上あること
	○ 共同居住型賃貸住宅（シェアハウス）の場合は，15㎡×居住人数＋10㎡以上で，
	１人の専用面積が９㎡以上
	＜構造・設備等＞
	○ 耐震性（新耐震基準）を有すること
	○ 設備（台所・便所・洗面・浴室等）を有していること
	○ 家賃が近傍同種の住宅と均衡を逸しないこと 等
	登録住宅への改修の支援として，国による改修費に対する補助を受けることが可能。
	改修費補助の対象となる工事については，国が補助対象と定める工事に加え，U『居住支援協議会等が必要と認める改修工事』についても対象Uとなることから，協議会構成団体へ照会を行い，対象    工事の設定を行った。(参考資料５)
	【参考：居住支援法人の概要】（参考資料６）
	住宅セーフティネット法の改正により，登録住宅入居者への家賃債務保証，賃貸住宅への入居に係る情報提供・相談，見守りなどの生活支援を行う法人を，都道府県が「居住支援法人」として指定することができる制度が創設された。
	◆ 居住支援法人の業務
	○ 登録住宅に入居する住宅確保要配慮者への家賃債務保証
	○ 住宅相談など賃貸住宅への円滑な入居に係る情報提供
	○ 見守りなど住宅確保要配慮者への生活支援
	○ 上記に附帯する業務
	◆ 指定の基準
	○ 支援業務の実施に関する計画が支援業務の的確な実施のために適切なものであること
	○ 支援業務の実施に関する計画を適切に実施できる経済的及び技術的な基礎を有すること
	○ 役員及び職員の構成が，支援業務の公正な実施に支障を及ぼすおそれがないこと
	○ 支援業務以外の業務を行う場合，支援業務の公正な実施に支障を及ぼすおそれがないこと
	○ 支援業務を公正かつ的確に行うことができること
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